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統計検定創設の経緯 

 
日本統計学会および統計関連学会連合では、従来から文科省、総務省や、中学校・高等学校の教員

などと連携して、統計教育に関する研究および教材開発に力を注いできたところですが、この数年、

政府においても高等教育および初等中等教育において統計教育を重視する傾向が明確になってきま

した。具体的には文科省および日本学術会議による「大学教育の分野別質保証」への取組みがあり、

関連して日本学術会議における各分野の「教育課程編成上の参照基準」作成の動きがあります。 
ところが、現在の日本学術会議では独立した「統計学」分野が存在せず、統計学研究者は数理科学、

情報学、経済学などに分散しています。そのため、統計学を専門分野とする日本学術会議の 数理統

計学分科会 が中心となって、社会学、経済学、医学など諸分野の研究者と協力して、「統計学分野の

教育課程編成上の参照基準」を作成することになり、原案の作成は、統計関連学会連合に設置されて

いる統計教育推進委員会が担当しました。完成した「参照基準」は、日本学術会議に報告するだけで

なく、広く政府や統計関係機関に配布しています。このような現状を反映して、多くの大学でも統計

教育の充実が図られる見込みです。 
他方で、初等・中等教育においては、統計学の教育を強化する方向で学習指導要領の改正が実現し

ました。 
以上のように統計教育への要望と期待が高まる中で、教育の成果を評価する仕組みが重要になりま

す。2011 年に発足した「統計検定」（２級）は、まず大学における統計教育の成果を測り、統計分野

の学士力を質的に保証する手段として構想されました。さらに、初等・中等教育に関しても学習指導

要領を先取りして統計教育を充実させる手段として、３級および４級を同時期に開始しました。 
2012 年から、認定する資格を大学院水準の１級まで拡大するとともに、国際的に評価が確立して

いる資格として、英国 Royal Statistical Society が実施している試験を、RSS/JSS 試験として共同

で実施します。  
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